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（資料：米子市作成） 

◆ 人口の流入･流出の状況 

平成 22 年の昼夜間人口比率は、就業者・通学者ともに 1.0 を越えており流入超

過都市となっており、平成 17 年と比べると就業者、通学者ともに昼夜間人口比率

が増加しています。 

 

平成 17 年流入・流出人口 

   

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年流入・流出人口 

  
夜間人口 

（人） 

流入人口 

（人） 

流出人口 

(人) 

昼間人口 

（人） 

昼夜間人口比率（%） 

昼間人口／夜間人口 

就業者 73,422 18,533 12,261 79,694 1.08 

通学者 7,232 2,857 990 9,099 1.25 

非就業者・通学者 68,930 - - 68,930 - 

合計 149,584 21,390 13,251 157,723 1.05 

 

 

 

 

◆ 人口集積地区（ＤＩＤ）の状況 

人口集積地区（ＤＩＤ）の面積と人口は増加していますが、人口密度は希薄に

なってきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
夜間人口 

（人） 

流入人口 

（人） 

流出人口 

(人) 

昼間人口 

（人） 

昼夜間人口比率（%） 

昼間人口／夜間人口 

就業者 71,185 17,455 13,840 74,800 1.05 

通学者 6,946 2,615 1,057 8,504 1.22 

非就業者・通学者 70,140 - - 70,140 - 

合計 148,271 20,070 14,897 153,444 1.03 

（資料：国勢調査）  
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◆ 人口推計 

  平成 22 年の人口ピラミッドを見ると、いわゆる団塊の世代と団塊ジュニアの 

 世代の山がはっきりと表れています。ちょうど団塊ジュニアが出産・育児を行う

年代の中心にあたるため、一時的に年少人口は安定しています。しかし、30 年後

（平成 52 年）の人口ピラミッドでは、団塊ジュニアが高齢者層に入り、出産・育

児を行う年代が激減し、特に女性の高齢者の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：国立社会保障・人口問題研究） 
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◆ 産業分類別就業者数の推移 

   市全体の就業者数の推移は、平成 12 年までは増加していたものの、平成 17 年

は、平成 12 年と比較して 1,792 人減少し、さらに、平成 22 年には平成 17 年と比

較して 2,237 人の減少となっています。 

 産業別にみると、69.6％にあたる 49,548 人が第 3 次産業の就業者であり、全県

で比較すると約 6 ポイント高く、第 3 次産業従事者の割合が高い構造となってい

ます。 

 

 15 歳以上の産業別就業者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 次産業の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*平成 22 年から、｢不動産業｣に｢不動産業・物品賃貸業｣を含む。 

 

 ◆ 観光入り込み客数  

   米子市・皆生温泉周辺への観光入り込み客数は、平成 21 年度までは概ね 140 万

人前後で推移していましたが、隣の島根県で平成 24 年に開催されました、古事記

編纂 1300 年を記念した「神話博しまね」や平成 25 年の出雲大社の遷宮などによ

り、鳥取県西部圏域にも好影響をもたらしましたが、波及効果もなくなり、その

反動により次第に減少傾向にあります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 構成比(%)

46,648 49,841 51,164 52,584 49,548 100.00

391 495 457 396 357 0.72

4,396 4,353 4,331 4,414 4,520 9.12

18,705 19,157 19,045 19,629 17,151 34.61

2,473 2,509 2,311 1,958 1,797 3.63

470 440 469 599 1,017 2.05

17,340 19,940 21,655 22,475 21,648 43.69

2,873 2,947 2,896 3,113 3,058 6.17

（人）

サービス業、医療、福祉、教育

公務（他に分類されないもの）

電気・ガス・熱供給・水道業

運輸・情報通信業

卸売・小売業、飲食店、宿泊業

金融・保険業

不動産業

産業分類

第三次産業

（資料：国勢調査）  

平成2年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年 構成比(%) 平成22年 構成比(%)

第１次産業 5,647 5,062 3,976 3,621 2,804 3.94 26,892 9.36

第２次産業 18,527 19,874 19,392 15,781 13,892 19.52 62,133 21.64

第３次産業 46,648 49,841 51,164 52,584 49,548 69.60 182,540 63.57

分類不能 30 152 682 1,436 4,941 6.94 15,605 5.43

総数 70,852 74,929 75,214 73,422 71,185 100.00 287,170 100.00

（人）

米子市 鳥取県
産業分類

（資料：国勢調査）  
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 ④土地利用について 

◆ 土地利用の状況 

   ＪＲ米子駅前を起点として商業・業務集積が広がり、その周辺を居住系の土地

利用がなされています。 

 

 ◆ 地価の推移 

平成 7 年以降、地価公示の平均価格は下落し続け、米子市全体では平成 25 年度

に底を打ったが、中心市街地は依然として地価水準が下降傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：平成 24 年 米子市作成） 
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◆ 自家用車保有台数の状況 

   人口１人当たりの乗用車保有台数は、平成 17 年度末の 0.52 台から平成 22 年度 

  末の 0.67 台へ約 0.15 ポイント増加しています。 

 

*人口、世帯数は国勢調査               （資料：米子市作成） 

 

 ◆ JR 米子駅の乗降者数の推移 

   全体的には減少傾向にありますが、平成 22 年度から平成 26 年度の状況をみる

と、1 日当たりの乗降者数は約 7,200 人から 7,500 人程度で推移しています。 

 

 

◆ 米子インターチェンジの利用状況 

  平成 25 年度は出雲大社の「平成の大遷宮」効果により約 3,000 千台に上昇しまし

たが、平成 22 年度 3,086 千台をピークに減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  登録台数（台）（自家用乗用車） 保有状況 

軽 小型 普通 合計 世帯数 
世帯当り 

保有台数 
人口 

一人当り 

保有台数 

平成 22 年度末 50,700 31,582 17,521 99,803 61,998 1.61 148,915 0.67 

平成 17 年度末 25,898 34,522 17,392 77,812 55,441 1.40 149,584 0.52 

（資料：西日本高速道路㈱提供ﾃﾞｰﾀに基づき米子市作成） 
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(２)各種事業所の集積  

 中心市街地では、総事業所数のうち約 17.7％が集積しています。

業種別では、卸売・小売業（18.5％）、金融・保険業（27.2％）、

不動産業・物品賃貸業（20.0％）、飲食店・宿泊業（35.4％）、医

療・福祉（15.5％）などの比率が高くなっています。 

 

 

従業者数では市全体の 16.1%が中心市街地で従事しており、業種別

では、卸売・小売業（12.6％）、金融・保険業（30.3%）、不動産業・

物品賃貸業（23.1％）、飲食店・宿泊業（24.4％）、医療・福祉（19.9％）

などに従事する人の比率が高くなっています。 

 
 

 14 ページ表「事業所数、従業者数の状況」参照 

 

 

(４)交通の集積 

 ①ＪＲ米子駅 

交通手段の状況を見ると、米子市の鉄道の玄関口であるＪＲ米子

駅の乗降人員は年々減少傾向にありますが、近年は 1 日当り約

7,400 人前後の人が利用しています。  

 

20 ページ 「◆JR 米子駅の乗降客数の推移」参照  
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  ②コミュニティバス（だんだんバス）  

   市街地を循環する「だんだんバス」は平成 13 年度の試験運行を

経て、平成 14 年度から正式運行を開始しています。運航時間に余

裕を持たせるため平成 24 年にダイヤ改正を行い、平日 21 便（土、

日、休日は 19 便）に減便しましたが、1 日当りの乗車人員は約 465

人、1 便あたりの平均乗車人員は 19 人（定員 34 人）となっており、

乗車率は一般の路線バスに比べ、高い値となっています。また、乗

車人員の 16％程度が障がい者の利用によるものなど、生活の足と

なっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    凡例：     だんだんバスルート 
 
 
         

(５)公共施設の分布状況 

   次ページ「公共施設の配置」参照  

 

 小売商業、事業所、都市福利施設の相当数が本地域を中心に集積し

ており、中心市街地は市全体のみならずその周辺、さらには鳥取県西

部圏域の中心的な役割を担っています。  
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ます。 

  本基本計画の対象区域は、県西部圏域のほぼ中心にあり、既存のイ

ンフラストックを活用し、中心市街地の活性化により、本市全体及び

周辺市町村にその波及効果を及ぼし、地域全体の活力向上につなげる

ことができます。 

 

④ 伯耆の国よなご文化創造計画 

本市の合併に際して策定された新市まちづくり計画における重点プ

ロジェクトです。市民の文化活動への関心や参加を促し情報のネット

ワーク化や施設整備を行うとともに、地域にある歴史や文化を掘り起

こし、育み、次世代へ継承していくための施策の概要を明らかにする

ことを目的としています。この中で、市民アイデンティティの醸成に

努め誰もが親しみや愛着心を抱くことのできる都市を目指すことや、

地域にある歴史や文化を掘り起こし、それをまちづくり、地域づくり

に役立てることとしています。 

 

(２)鳥取県西部圏域との関係について 

本市は、県域の 3.8％、県人口の 25.2％を占める都市であり、鳥取

県西部圏域（米子市、境港市、日吉津村、大山町、南部町、伯耆町、

日南町、日野町、江府町）の人口の約 61.8％を占め、圏域の拠点とし

ての役割を果たすことが期待されています。 

また、昭和 46 年 1 月広域的な区域を対象とした都市計画を進める

ため、2 市 1 村（当時）からなる区域を「米子境港都市計画区域」と

し、広域的な観点から都市の健全な発展と秩序ある整備を目指してき

ました。 

 

◆鳥取県西部圏域市町村の人口及び世帯数 
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イ 目標数値 

   「駐車場の利用台数」は、対象とする 9箇所の駐車場の年間の時間貸し利用台数の合

計を目標数値とし、1,515,000 台とします。この目標値は、米子駅前地下駐車場の利便

性の向上を図るための改修で収容台数減少（200→100 台）する中で、前年度（平成 26

年度）から約１％増やすことを目指します。 

 

◆現況値と目標値の比較 

現況値 目標値 
増加台数 増加率 

平成 26 年度 平成 32 年度 

1,498,308 台 1,515,000 台 16,692 台 1％ 
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② 数値の動向と目標数値 

ア 数値の動向と現状分析 

下町観光ガイドは平成 13 年から実施されており、平成 19 年までは、団体での利用が

多かったこと等により、1 件あたりの利用者数は 10 人から 15 人程度で推移していまし

たが、平成 20 年以降は旅行グループの少人数化に伴い、5 人から 10 人程度の利用者ま

で減少しています。一旦落ち込んだ利用者数は徐々に増加傾向にあり、特に、平成 25

年は、観光ガイド推奨するコースが設けられた事などにもより、平成 20 年の約 1.9 倍

の利用者数となっています。 

 

 

イ 目標数値 

新たな散策コースの創設やまちなか観光の定着、浸透を図ることにより、「下町観光ガ

イドの利用者数」について、前計画における基準値に設定した 1,380 人（平成 19 年）

の水準を目指すこととします。 

 

◆現況値と目標値の比較 

現況値 目標値 
増加人数 増加率 

平成 26 年 平成 30 年 

956 人 1,380 人 424 人 44.3％ 

 

③ 目標数値を達成するための考え方 

  施設の整備充実や様々な資源を掘り起こし、十分に活用･連携を図っていくことで、まち

なかに訪れる市民や観光客を増やし、「下町観光ガイド利用者数」の増加を図ります。 

   

④ 目標数値達成のための事業について 

ア 山陰歴史館整備に伴う増加 

山陰歴史館については、米子城跡のガイダンスや下町散策の拠点施設としても機能す

るように整備することとしています。市民や観光客が気軽に訪れることができる環境整

備を行うことによる利用者の増加を見込みます。 

            増加見込み   7.4 人/件×3 件×5 年 ＝ 111 人 

※ 平成 20 年～26 年における 1

件あたりの利用者数 

６,４００人／８６５件 

↓ 

７.４人／件 

※ モデルコース別の利用件数

（平成 26 年） 

イ：33 件   ハ：39 件 

ロ：21 件   ニ： 4 件 

ｶﾞｲﾄﾞ推奨ｺｰｽ 16 件 

その他     19 件 
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イ 目標数値 

中心市街地への民間集合住宅や高齢者向け賃貸住宅の建設、安心して暮らせる環境整備

などにより、平成 23 年から平成 25 年は社会増に転じています。 

そこで、今後の社会増減数の目標値を、まちなか居住の推進に関連する各種事業の実施に

より、プラス方向に維持するものとして設定します。 

人口動態のうち社会増減について、平成 22 年から平成 27 年までの推移を見ると、年平

均マイナス 5人となります。従って、社会増減をプラスに維持するために、毎年、平均し

て 5人を増加させることの出来る居住のための取組を展開する必要があります。この目標

数値は、現状維持ではありますが、中心市街地の居住人口は、平成 22年以降、毎年マイナ

ス 1％弱の減少率でしたが、平成 27 年には 1.5％減少しています。社会増減を最低プラス

に維持していくことは、地域の活性化に大きな効果があると考えられます。 

 

◆中心市街地の人口減少の予測 

 

5,232  5,193  5,148  5,127  5,079  
5,004  4,978 

y = 5256x-0.022 

R² = 0.9166 
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（人） 中心市街地人口の減少予測 

中心市街地人口 累乗 (中心市街地人口) 
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1 40 ×2 ×1.0 80  

22 ×1 ×1.0 22
30 ×1 ×1.0 30

8 ×5 40
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クトなまちづくりの推進に取り組んでいます。 

 

 

◆施設規模と誘導する地域◆ 
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